
静岡県公安委員会規則第19号

自動車及び一般原動機付自転車の運転免許等に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。

令和７年９月30日

静岡県公安委員会委員長 松 永 由弥子

自動車及び一般原動機付自転車の運転免許等に関する規則の一部を改正する規則

自動車及び一般原動機付自転車の運転免許等に関する規則（昭和40年静岡県公安委員会規則第６号）の一

部を次のように改正する。

改正前 改正後

（運転免許試験の申請）

第９条 受験者は、申請時に、規則第17条第１

項に規定する運転免許申請書、同条第２項各

号に掲げる関係書類、規則第18条の２の２に

規定する質問票及び写真並びに運転免許受験

票（様式第３号）（以下「申請書類等」とい

う。）を運転免許センターに提出するものとす

る。ただし、令第34条の５第６号の規定に該

当する者にあっては、運転免許受験票に規則

第24条第９項各号又は第25条に定める基準に

達する成績を得た旨が記載されている証明書

を添えて提出するものとする。

２・３ （略）

（学科試験及び知識の確認等）

第17条 （略）

２～４ （略）

５ 外国等の行政庁等の免許を有する者に対す

る運転について必要な知識の確認は、当該知

識に関する問題を10問出題して行う。この場

合において、解答形式は正誤式とし、解答時

間は10分とする。

（運転経歴証明書等の交付等の申請の手続

等）

第46条 （略）

２ 規則第30条の８第２項に規定する公安委員

会が定める申請用写真を添付しなくてもよい

場合とは、前項の申請をしようとする者が、

次の各号のいずれかに該当する場合とする。

（運転免許試験の申請）

第９条 受験者は、申請時に、規則第17条第１

項に規定する運転免許申請書、同条第２項か

ら第４項まで、第18条及び第18条の２に規定

する関係書類及び写真、規則第18条の２の２

に規定する質問票並びに運転免許受験票（様

式第３号）（以下「申請書類等」という。）を

運転免許センターに提出し、又は提示するも

のとする。

２・３ （略）

（学科試験及び知識の確認等）

第17条 （略）

２～４ （略）

５ 外国等の行政庁等の免許を有する者に対す

る運転について必要な知識の確認は、当該知

識に関する問題を50問出題して行う。この場

合において、解答形式は正誤式とし、解答時

間は30分とする。

（運転経歴証明書等の交付等の申請の手続

等）

第46条 （略）

２ 規則第30条の８第２項に規定する公安委員

会が定める申請用写真を添付しなくてもよい

場合とは、前項の申請をしようとする者が、

次の各号のいずれかに該当する場合とする。



備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。

様式第１号及び様式第２号を次のように改める。

ただし、警察署分庁舎に運転経歴証明書の交

付を申請する場合は、この限りでない。

(1) （略）

(2) 運転経歴証明書又は運転経歴情報記録個

人番号カード（その者に係る運転経歴情報

が記録された個人番号カードをいう。以下

同じ。）により本人確認を行うことができる

場合

３～11 （略）

ただし、警察署分庁舎に運転経歴証明書の交

付を申請する場合は、この限りでない。

(1) （略）

(2) 運転経歴証明書又は規則第30条の８第３

項第１号に規定する運転経歴情報記録個人

番号カード（以下「運転経歴情報記録個人

番号カード」という。）により本人確認を行

うことができる場合

３～11 （略）



様式第１号（第８条関係）

　静岡県公安委員会　殿

なし あり □ 【1枚】運転免許証のみ　　□【1枚】 マイナ免許証のみ　　□【２枚】マイナ免許証と運転免許証

新規24 併記44

手続年月日 年 月 日

□

□
うんてんめんきょしょう

運転免許証 □
めんきょしょう

マイナ免許証
（免許証等を持っている方）

氏 名

しょうわ

昭和
へ い せ い

平成
れ い わ

令和

3 4 5

ゆ う び ん ば ん ご う

郵便番号 -
でん わば んご う

電話番号
― ―

し ず お か け ん

静岡県
だい じ に

大自二
さき いがい めんしゅ ばあい

左記以外の免種の場合は、
ぜん めん しゅ きょうつう

全免種共通
ふ じ に

普自二
みぎがわくうらん きにゅう 

右側空欄に記入してください。　 （ＭＴ・ＡＴ）

1
学科技能試験
免除なし

2 3 4 5 ３年切れ

まい うんてん めんきょ しょう

□【１枚】運転免許証のみ
きにゅう

→①記入

まい めんきょしょう

□【１枚】マイナ免許証のみ
きにゅう

→②記入
まい めんきょしょう うんてんめんきょしょう

□【２枚】マイナ免許証と運転免許証
きにゅう

→①②記入

うんてん めんきょ しょうよう

①運転免許証用
よう

②マイナカード用

運 転 免 許 登 録 票

受験者番号

め ん き ょ ば ん ご う

免許番号

フリガナ

し                   めい

氏　　名

おとこ

男
おんな

女

1 2

ほ ん せ き ・ こ く せ き

本籍・国籍

受験区分コード
学科試験
免除

技能試験
免除

全部試験
免除

現に保有している

免許証等

せ い ね ん が っ ぴ

生年月日
ねん

年
がつ

月
にちうまれ

日生
せ い べ つ

性別

じゅ う し ょ

住　所

じゅけん めんしゅ

受験する免種
ふつう じゅんちゅうがた

 普通、準中型、
  げんつき

、原付

免許の条件

めんきょほゆうほうほう                         しんこく       てつづきご   いか     ほゆうほうほう せんたく

免許保有方法の申告（手続後は以下の保有方法を選択します）

練習方法

あんしょうばんごう

暗証番号

□マイナ有効確認

ふ
と
わ
く
 
 
 
な
か
 
 
き
に
ゅ
う

太
枠
の
中
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（記入要領）太枠内のみ記入してください。
・免許番号 既に免許がある方は番号を記入する。
        記入した番号が免許証番号の場合は運転免許証に、
        免許情報記録番号の場合はマイナ免許証にチェック
        する。
・氏名 漢字は略字を使わず、フリガナはカタカナで
        記入する。
・生年月日 年号は該当数字を〇で囲み、年月日は全て数字２桁で

         記入する。

・性別 該当する数字を〇で囲む。
・本籍・住所 都道府県名から記入する。
・受験する免種 受けようとする免許の種類が、普通、準中型、
        大自二、普自二、原付のときは〇で囲み、
        それ以外の免許の種類の場合は記入する。
・暗証番号 手続後の免許の持ち方に応じて記入する。
・質問票は本人が記入し、申請書と一緒に運転免許センター窓口に

　提出してください。



様式第２号（第８条関係）

　静岡県公安委員会　殿

運転免許審査・限定解除等登録票

登録種別 9 免許条件のみ修正 手続年月日 年 月 日

□
うんてんめんきょしょう

運転免許証 □
めんきょしょう

マイナ免許証

氏 名

しょうわ

昭和
へ い せ い

平成
れ い わ

令和

3 4 5

ゆ う び ん ば ん ご う

郵便番号 -
で ん わ ば ん ご う

電話番号
― ―

し ず お か け ん

静岡県

中二 普二 準中型 大自二
さき いがい めんしゅ ばあい

左記以外の免種の場合は、

中型 普通 普自二
みぎがわくうらん きにゅう 

右側空欄に記入してください。　

審査内容 準中型５ｔ解除
準中型AT解除
（５ｔ残存）

中二５ｔ解除
中二AT解除
（５ｔ残存）

中型AT解除
（８ｔ残存）

中型８ｔ解除
その他条件解除

二輪条件変更 普通AT解除 二輪AT解除

受験者番号

め ん き ょ ば ん ご う と う

免許番号等

フリガナ

し                   めい

氏　　名

おとこ

男
おんな

女

1 2

ほ ん せ き ・ こ く せ き

本籍・国籍

せ い ね ん が っ ぴ

生年月日
ねん

年
がつ

月
にちうまれ

日生
せ い べ つ

性別

じ ゅ う し ょ

住　所

じ ゅ け ん めんしゅ

受験する免種

最終的な
免許の条件

現在の
免許の条件

練習方法

ふ
と
わ
く
 
 
 
な
か
 
 
き
に
ゅ
う

太
枠
の
中
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（記入要領）太枠内のみ記入してください。
・免許番号    免許番号を記入する。
         記入した番号が免許証番号の場合は運転免許証に、免許
         情報記録番号の場合はマイナ免許証にチェックする。
・氏名      漢字は略字を使わず、フリガナはカタカナで
         記入する。
・生年月日    年号は該当数字を〇で囲み、年月日は全て数字２桁で
         記入する。
・性別      該当する数字を〇で囲む。
・本籍・住所   都道府県名から記入する。
・受験する免種  受けようとする免許の種類を〇で囲み、
         それ以外の免許の種類の場合は記入する。



附 則

１ この規則は、令和７年10月１日から施行する。

２ この規則の施行の際現に改正前の自動車及び一般原動機付自転車の運転免許等に関する規則（以下「改

正前の規則」という。）の様式により提出されている運転免許登録票等は、改正後の自動車及び一般原動機

付自転車の運転免許等に関する規則の相当する様式により提出された運転免許登録票等とみなす。

３ この規則の施行の際現に改正前の規則の様式により作成されている用紙は、当分の間、調整して使用す

ることができる。


